
項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

道水路境界の確定により、
適正な道水路の維持管理
と、民有地の土地利用の
促進を図った。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

どのように貢献したか

市内道路の交通渋滞緩和
を図るために都市計画道
路の整備を行い、安心安
全な交通環境の提供に寄
与した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

198,127千円

R1予算現額

最優先

事業の目的及び具体的な内容

SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R1)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

R1決算額（見込み）

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

現状の課題
評価
理由

成果

成果指標

194,910千円

H30決算額

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

北野下富線道路築
造事業

根拠法令

Ｂ

本路線は市街地を外郭する外環
状道路であるため、全線開通によ
り交通渋滞の緩和に大きく寄与す
る事業であることから重点的に整
備を進めている。
令和元年度は3工区の区間につい
て用地取得を進め、市道3-555号
線から北東へ延長360ｍについて
道路築造工事を行った。
また、県が整備を進めている都市
計画道路東京狭山線、都市計画
道路飯能所沢線と接続する路線で
あり、２路線は東京都の都市計画
道路と繋がる計画となっている。

R1年度に改善した点

交通渋滞緩和
市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美
原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都市計
画道路開通により交通量1割削減を達成する。）

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記
箇所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水
曜日(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時
30分～6時30分に測定する。

北野下富線（3工区）の舗装工事後の箇所
への立ち入り防止のため看板やバリケー
ドを設置して、取得用地の安全維持管理
を行った。また、道路工事発注時期の調
整を行うことで、工事発注の平準化に努
めた。

H30年度目標 H30実績

R元年度目標 R1実績

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

644,518千円 404,583千円道路法、都市計画法

①用地取得率

②工事着手率

③

R1正規職員
人件費

4.00 人 開通後1割削減

指標名H30決算額 目標設定の考え方・根拠

2,585台
未開通のため。
未整備区間の整備を推進するために、今後も
継続的に用地取得と道路建設を進めていくこと
で、早期の供用開始、全線開通を目指すもので
ある。測定日R1.7.3、川越所沢線 朝)川越方面
382台、所沢方面291台、夕)川越方面329台、所
沢方面379台、市道3-5号線 朝)狭山方面309
台、所沢方面328台、夕)狭山方面245台、所沢
方面343台

開通後1割削減
R1その他職員
従事割合

R1目標値が未達成の理由・分析

非常勤
特別職

0.00 人

2,606台

H6年度～ 44,885千円 臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

33,520千円 臨時職員 0.00 人

①1工区84%、2工区100%
　 3工区98%、4工区  78%
②1工区  0%、2工区100%
　 3工区95%、4工区    0%
③

早期の全線開通を目指し、引き続き用地
取得と道路建設を進める。また、社会経
済状況や財政事情等に応じて、事業期間
や総事業費の見直しを行い、整備効果を
高めるものである。

開通後1割削減

期間 5.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

平成4年度の都市交通施設整備計画において市街地
全体を外郭する環状道路として位置付け、幹線道路の
環状型ネットワークを形成し、市内道路の交通渋滞緩
和を図るものである。
国道463号バイパス小手指ヶ原交差点から一般県道所
沢堀兼狭山線下富駿河台交差点までの延長5,500ｍ、
幅員18ｍの道路の整備を行うもので、早期の全線開通
を目指す。

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

事業の目的及び具体的な内容

【目的】　座標値をもった復元可能な道路図面を整備す
ることにより、生活道路の後退、拡幅、舗装工事、災害
時の復元など、道路整備に反映させる。
【内容】　国土調査が完了した区域において、都市基準
点を用いた道路の境界点測量を実施し、座標値をもっ
た道水路の確定図面を整備する。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

R1決算額（見込み）

道路法・道路法施行規則・所沢市公共測量作業規程

非常勤
特別職

R1決算額（見込み）

R1年度に改善した点

①単年度確定面積

②確定測量累計面積

国土調査完了区域における確定測量実施面積

国土調査完了区域において、座標値をもった道
路境界確定図の整備を早期に進めるため、確
定測量実施面積を指標とする。
目標値は、当該年度に行うべき確定測量の対
象面積。

現地状況や関係資料の事前調査を徹底
し、請負者と共に地権者への適切な状況
説明を行えるように努め、地権者立会い
の円滑化を図った。

H30年度目標

目標設定の考え方・根拠

Ａ

国土調査完了区域において、座標
値をもった道路境界確定図の整備
が着実に進められている。

0.12k㎡0.12k㎡

R2年度目標

H30予算現額

道水路座標管理図
面作成事業

根拠法令

重要

指標名

3,078千円 2,156千円

H30実績

2,955千円 2,128千円

R1実績

近年は労務単価の上昇により、現状予算
額では測量できる範囲が以前より減少傾
向にあるため、作業の実施方法の見直し
が必要となる。

R1正規職員
人件費

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

R1目標値が未達成の理由・分析

0.55 人

0.06k㎡

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

4,609千円 臨時職員 0.00 人

①　　0.06k㎡

②　33.10k㎡

R元年度目標

目標達成済0.06k㎡

昭和53年度～ 4,572千円 臨時職員 0.00 人 0.10k㎡

R1その他職員
従事割合

0.55 人
非常勤
特別職

期間

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

道水路境界確定事
業

根拠法令 R1予算現額

道路法・道路法施行規則・所沢市道水路境界確認事務
取扱要綱

4,829千円 4,070千円

事業の目的及び具体的な内容

目標設定の考え方・根拠

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

R1目標値が未達成の理由・分析

①　申請件数

②　境界確定件数

指標名H30決算額

Ａ

境界確認申請のうち90％以上の案
件において、道水路境界を確定す
ることができた。

R1年度に改善した点

申請により境界が確定した件数

境界確認申請に基づいて道水路境界の確定を
目指して関係地権者との立会や調整を図り、境
界を確定させることで適正な道水路境界確定図
の整備が進められるため、境界が確定した件数
とする。

境界確定が困難と想定される個所につい
ては、境界確定を円滑に進められるように
事前に測量業者と調整を密に行い、担当
職員が関係地権者に充分な説明を行える
よう努めた。

H30年度目標

目標達成済
１６０件

H30実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,412千円 2,484千円

R元年度目標 R1実績【目的】　道水路境界を確定又は修正し、確定図を整備
することにより、適正な道水路の維持管理を図るととも
に、民有地の土地利用の促進を図る。
【内容】　関係地権者からの境界確認申請による調査・
立会い。道路境界の確認・同意、道路境界標の設置、
確定図の受理。

2.20 人
非常勤
特別職

１８０件

18,286千円 臨時職員 0.40 人昭和35年度～

１５５件

１９９件

１５０件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

18,436千円 臨時職員 0.40 人

①　　213件

②　　199件

R1その他職員
従事割合

期間 2.20 人
非常勤
特別職

R2年度目標

第６章　自然と調和する住みよいまち  第３節　道路

どのように貢献したか

計画的な道水路の確定図
面整備により道路整備工
事等に活かした。

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫によ

り
貢献できた
項目(任意)

道水路境界については、境界確定に至る
には困難な事例も多々あるが、密な事前
調査を行うとともに、立会地権者への的確
な説明を行うよう努めていく。

R1正規職員
人件費



SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R1)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果

成果指標
事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫によ

り
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

どのように貢献したか

歩道設置により、交通の安
全性改善を図り、持続可
能な道路利用を提供する

どのように貢献したか

狭隘道路の拡幅及び歩道
設置により、交通の安全性
改善を図り、持続可能な道
路利用を提供する

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

市内道路の交通渋滞緩和
を図るために都市計画道
路の整備を行い、安心安
全な交通環境の提供に寄
与した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

H30決算額 指標名

松葉道北岩岡線道
路築造事業

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

根拠法令 R1予算現額

R1正規職員
人件費

期間

目標設定の考え方・根拠

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

Ａ

本路線は新所沢跨道橋通りから市
道3-1124号線までの延長890ｍの
区間が開通している。
今後は、残りの未供用区間につい
て生活道路への通過交通の流入
を防ぎ、交通渋滞緩和と周辺住民
の安全確保のために重点的に整
備を進めて、北野下富線（1工区）
との同時開通を目指す。

R1年度に改善した点

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記
箇所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水
曜日(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時
30分～6時30分に測定する。

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の
同時開通による交通の円滑化を目指し
て、関係機関との交通協議を行った。

未開通のため。
未整備区間の整備を推進するために、今後も
継続的に用地取得と道路建設を進めていくこと
で、早期の供用開始、全線開通を目指すもので
ある。測定日R1.7.3、川越所沢線 朝)川越方面
382台、所沢方面291台、夕)川越方面329台、所
沢方面379台、市道3-5号線 朝)狭山方面309
台、所沢方面328台、夕)狭山方面245台、所沢
方面343台

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

未供用区間である市道3-1124号線から北
野下富線までの延長526ｍの区間の舗装
工事・排水工事を実施する。また、北野下
富線（1工区）との同時開通を目指して、関
係機関との協議を継続して行う。

202,263千円 187,875千円

①用地取得率

②工事着手率

③

交通渋滞緩和
市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美
原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都市計
画道路開通により交通量1割削減を達成する。）

R1決算額（見込み）

道路法、都市計画法 0千円 0千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

新所沢の市街地から狭山市内の主要地方道所沢狭山
線を結ぶ延長2,860ｍ、幅員16ｍの道路で、狭山市の都
市計画道路と接続することによる交通の利便性の向上
とともに、交通渋滞緩和と周辺住民の安心・安全確保を
図るものである。

2.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減 2,585台

21,369千円 臨時職員 0.00 人

①100%

②100%（未供用区間526ｍ）

③

R元年度目標 R1実績

R1その他職員
従事割合

開通後1割削減 2,606台

開通後1割削減

1.00 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H16年度～ 8,312千円 臨時職員 0.00 人

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

道路改良事業

根拠法令 R1予算現額

期間

目標設定の考え方・根拠

Ａ

成果指標の目標を達成している。

R1年度に改善した点

①改良整備工事件数（路線
数）

②改良整備延長

③

単年度改良整備工事実施件数
予算配分に基づき、路線の優先順位を考慮し
て工事実施件数（目標）を決定する。

特になし

H30年度目標 H30実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 177,708千円 145,225千円

H30決算額 指標名

R1決算額（見込み）

道路法、土地収用法、道路構造令 247,423千円 217,512千円

H30その他職員
従事割合

R1目標値が未達成の理由・分析

道路の拡幅や交差点の改良により安全性・利便性の確
保と渋滞の緩和を図る。
また歩行者の通行が多い道路については、歩道の設
置により、誰もが安心・安全に利用できる道路整備を行
う。

3.65 人
非常勤
特別職

0.00 人 3件 3件

3件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

30,587千円 臨時職員

①3路線

②347.9ｍ

③

R元年度目標 R1実績

道路改良事業については、整備を進める
路線数が多いため、優先整備計画に基づ
き整備路線を選定し進める。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

昭和25年～ 28,510千円 臨時職員 6件

3件 目標達成済

H30決算額 指標名

COOL JAPAN
FOREST周辺道路
整備事業

3.43 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

R1決算額（見込み）

193,738千円

事業の具体的な内容及び目的

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先

道路法、河川法、土地収用法、道路構造令

根拠法令

平成28年～

205,819千円

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 147,194千円
①市道2-561号線・市道2-996
号線（交差点）用地取得

②市道2-572号線改良工事

③市道2-561号線・2-996号線
交差点改良工事

令和元年度
市道2-572号線改良工事
市道2-561号線・2-996号線交差点改良工事
令和2年度
市道2-561号線用地取得

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

Ｂ

市道2-561、2-996号線交差点改
良工事が用地取得の遅延により繰
越しとなったが、ところざわサクラタ
ウン開業前までに、完了させる。

R1年度に改善した点

ＣＯＯＬ　ＪＡＰＡＮ　ＦＯＲＥＳＴ構想事業の全体
像が流動的で、事業内容が確定できないため、
単年度取組目標とする。

特になし

市道2-561、2-996号線交差点改良工事におい
て、事業用地の取得に遅延が生じ、整備工事
が次年度繰越になった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市道2-561、2-996号線の用地取得に向
け、丁寧な用地交渉を進める。

R1目標値が未達成の理由・分析H30年度目標 H30実績

R1予算現額

号線 東川護岸工事　市道
2-561・996号線 用地測量・
詳細設計

2-572号線：70％
2-561、996号線：完了

9,637千円 臨時職員 0.00 人

①令和2年3月31日完了

②令和2年3月30日完成

③次年度へ繰越
非常勤
特別職

R2年度目標

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

号線2-996号線交差点改
良工事、市2-572号線道路
改良工事

2-572号線：工事完了
交差点：用地買収完了

市道2-561号線用地買収
交差点改良工事9,974千円

46,634千円

H30予算現額

事業の具体的な内容及び目的
H30正規職員
人件費

臨時職員 0.00 人

期間 1.20 人

「COOL JAPAN FOREST」構想の拠点施設である「とこ
ろざわサクラタウン」を中心とした半径約500ｍ圏内の重
点推進エリアにおいて交通環境整備を行うことによっ
て、交通の円滑化を進めて行くものである。現在整備を
計画している路線は市道2-572号線、市道2-561号線及
び市道2-996号線の３路線である。

1.15 人 0.00 人
非常勤
特別職

0.00 人

市道2-
561

市道2-
572



SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R1)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果

成果指標
事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫によ

り
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

どのように貢献したか

歩行者と自転車との接触
事故の軽減を図った。
徒歩や自転車での移動促
進に寄与した。

リース対象とならなかった
蛍光灯や水銀灯のLED灯
を進めている。

３．すべての
人に健康と

福祉を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

未舗装道路を舗装化する
ことにより、道路利用の安
全性改善を図り、持続可
能な道路利用を提供する

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

７．エネル
ギーをみん
なにそしてク

リーンに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１３．気候変
動に具体的
な対策を

どのように貢献したか

１１．住み続
けられるまち

づくりを

臨時職員

臨時職員

R1その他職員
従事割合

自転車レーン整備
事業

根拠法令

期間

R1正規職員
人件費

Ｂ

①　1111.3ｍ

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

H30決算額 指標名

R元年度目標 R1実績

1,032ｍ 1,815.7ｍ

①自転車レーン設置工事

10,824千円

H30正規職員
人件費

非常勤
特別職

R2年度目標

R1予算現額

1.00 人

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 14,202千円 14,202千円

目標設定の考え方・根拠

R1決算額（見込み）

事業の種別

一
般

H30予算現額

自転車レーン整備の実施延長（m）

R1目標値が未達成の理由・分析

0.65 人
非常勤
特別職

道路状況に応じて自転車レーンを整備し
た。

材料や労務単価の上昇により、当初予定してい
た延長を達成できなかった。

1,535ｍ 1,111.3ⅿ

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

2,570ｍ

自転車レーンの設置には、道路幅員があ
る程度確保されないと設置が難しいので
できるところから整備していく。

歩行者と自転車を分離することで
安全性を確保した。

歩行者、自転車の通行の安全性を確保するた
め、道路状況に応じた自転車レーンを整備する
ことが目的になっているため、その整備延長を
もって指標とする。

R1年度に改善した点

5,447千円
歩道内における歩行者と自転車の接触事故の軽減を
目的として歩行者と自転車の分離により、安全性を確
保するとともに地域のニーズに応じた自転車通行レー
ンを整備する。

事業の具体的な内容及び目的

Ｈ２９～ 8,312千円

事業の種別

一
般

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

重要

道路
維持
課

実施計画ランク

H30予算現額

139,552千円

【目的】歩行者、自転車及び車両の夜間交通の安全確
保及び円滑かつ快適な利用を図る。
【内容】
道路照明灯の新設・維持管理を行う。また、リース対象
の8,602灯についてはリース料を支払う。

0.50 人

R1正規職員
人件費

H30決算額

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 136,558千円

指標名

道路照明灯維持管
理事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

市管理の道路照明灯の修繕につ
いて、迅速な修繕により適正な維
持管理をすることができた。
道路照明灯LED化整備事業による
リース物件の道路照明灯の維持
管理については、リース事業者と
連携し効率的管理が行われた。

根拠法令 R1予算現額 R1決算額（見込み）

所沢市照明灯設置基準

重要

R1年度に改善した点

目標値：想定される修繕灯数
実績：修繕実施灯数

老朽化した分電盤の建替えや、自立柱の
塗装を実施し、設備の長寿命化を進め
た。また・主要幹線道路の開通や交通量
の変化等に対応するよう管理路線の見直
しを行い、道路環境整備に努めた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

歩行者、自転車及び自動車の夜間通行
の安全確保。円滑かつ快適な利用を図る
ため、道路照明灯の効率的な設置・維持
管理を行っていく。
また,非LED灯（デザイン灯等）のLED化を
進めていく。

目標達成済
（目標値は想定される修繕灯数であり、実際の
修繕灯数が目標値を下回っているが、修繕灯
数自体が少ないことが良いものと判断したた
め、目標達成済とした。）

R1目標値が未達成の理由・分析

135,439千円

①必要な修繕灯数

②修繕実施灯数

③電気料支払い灯数

修繕完了灯数

134,757千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

非常勤
特別職

200件 128件

4,190千円 臨時職員

①　112灯

②　112灯

③　10,626灯

R元年度目標 R1実績

R1その他職員
従事割合

200灯 112灯

期間 0.70 人
非常勤
特別職

R2年度目標

昭和53年度～ 150灯

建設
総務
課

実施計画ランク

5,818千円 臨時職員

道路法、所沢市私道舗装要綱 9,300千円

7,123千円 0.00 人

昭和25年～ 4,405千円

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

成果指標の目標を達成している。

R1年度に改善した点

R1決算額（見込み）

5,317千円

施工時期の平準化を進めるため、ゼロ債
務負担行為による発注を考える。

舗装整備工事実施件数
予算配分に基づき、市民からの要望の申請順
に舗装路線数（目標工事件数）を決定する。

令和２年度からの市道の新設舗装進める
にあたり、一定の基準を設け優先順位を
付け進めるため、内規を策定した。また、
試行的に令和２年度から温暖化対策とし
て保水性舗装を行うこととした。

H30年度目標

市道1件・私道2件

目標達成済私道2件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

市道1件・私道2件

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 14,800千円 9,720千円

一
般

H30予算現額

根拠法令 R1予算現額

臨時職員

①市道舗装整備実施件数

②私道舗装整備実施件数

③

道路舗装事業

事業の具体的な内容及び目的
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30実績

市民からの未舗装道路の舗装要望に基づき、ほこりや
騒音、水溜り等を防止し、生活道路としての機能的な整
備と良好な住環境の改善を図るため市道及び私道の
舗装整備を行うものである。

0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人

①0件

②2件

③

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

私道2件

市道3件・私道2件

非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

臨時職員 0.00 人

期間 0.53 人

道路法、道路構造令、道路交通法、所沢市道路の構造
の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化の
ために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

10,900千円



SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R1)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果

成果指標
事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫によ

り
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

どのように貢献したか

道路の保全と通行の安全
確保を行った。

１５．陸の豊
かさを守ろう

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

７．エネル
ギーをみん
なにそしてク

リーンに

補助金交付により地域の
防犯灯設置を促進し、住
みやすい住環境づくりに寄
与している。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

所沢市防犯灯補助要綱 44,290千円

43,575千円

H30決算額

自治事務

R1年度に改善した点

目標値：予算額
実 　績：補助金交付額

事前に新設要望調査を行うことで、公平
に設置している。また、前年度に補助金を
利用し増加した防犯灯の維持管理費補助
業務が適切に執行できた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

防犯灯LED化整備事業により、ほとんどの
防犯灯がLED灯となったが、デザイン灯や
増設については、補助金の活用を検討し
ている自治会・町内会等があるため、LED
化率100％を達成するために、予算の範
囲内で効率的な補助金の交付方法を検
討していく。

目標設定の考え方・根拠

Ａ

防犯灯補助金については、各自治
会等からのLED化の要望が多く、
すべての要望に応えることはでき
なかったが、防犯灯LED化整備事
業と合わせて、LED化の促進を図
ることで、ほとんどの防犯灯をLED
灯にすることができ、安全なまちづ
くりに資することができた。

指標名

①新設費補助金
　　　　　　　　　補助額
　　　　　　　　　補助灯数
②維持管理費補助金
　　　　　　　　　補助額
　　　　　　　　　補助灯数
③リース防犯灯数

補助金交付額根拠法令

43,752千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

24,006千円 23,291千円

4,944千円 臨時職員
①補助額　3,125千円
　 補助灯数　131灯

②補助額　20,343千円
　 補助灯数　13,264灯

③7,068灯

R元年度目標 R1実績

24,006千円 23,468千円

24,006千円

R2年度目標

昭和53年度～ 6,650千円 臨時職員

【目的】夜間における道路上での犯罪被害の防止。
【内容】自治会等が設置、維持管理する防犯灯に対し
新設費（交換を含む）及び維持管理費の一部を助成す
ることにより防犯灯の設置が促され、防犯効果の増大
が図られるとともに、安全な都市空間を実現することに
なる。

R1その他職員
従事割合

防犯灯維持管理・
補助事業

R1予算現額 R1決算額（見込み）

期間 0.80 人
非常勤
特別職

優先 法定受託事務 法定受託＋附加 44,290千円

0.59 人
非常勤
特別職

R1正規職員
人件費

H30予算現額

街路樹管理事業

根拠法令 R1予算現額

106,900千円 106,737千円

105,000千円

指標名

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

目標設定の考え方・根拠

Ｃ

大径木化したケヤキなどの街路樹
については、沿道住民からの要望
で強めに剪定を行うなどしている
ため、管理状態にバラツキがあ
る。また、樹木診断を実施し、倒木
の可能性がある街路樹については
伐採等を行い、事故防止に努め
る。

R1年度に改善した点

R1決算額（見込み）

H30年度目標 H30実績

道路の景観や道路交通の安全確保を目的とす
るため街路樹の剪定や除草実施延長を指標と
する。

前年度に引き続き、市職員が現場作業を
行うケースを増やすことで、業者に発注せ
ずに経費削減に努めた。
また、倒木や枯れ枝の落下による事故の
発生を防止するため、職員による目視で
の点検を行った。

厳しい財政状況ではあるが、要望の多い路線を
優先して実施しているため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

街路樹維持管理指針に沿った、維持管理
の計画を立てる。
街路樹診断、職員による目視での点検を
継続して行い、倒木事故を未然に防ぐ。

どのように貢献したか

都市景観の形成や防災の
機能を保ち、人のための
みち（空間）スポットオアシ
スを創出した

一
般

H30決算額

①高・中・低木剪定数

②除草

③樹木診断

街路樹剪定・除草実施延長（㎞）

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基
準等を定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な
道路の構造に関する基準を定める条例

104,979千円

事業の具体的な内容及び目的
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

57 34

31,425千円 臨時職員

①3,698本

②52,986㎡

③116本

R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

34

R元年度目標

期間 2.95 人
非常勤
特別職

R2年度目標

幹線道路等の樹木剪定や植樹帯の除草を定期的に行
い、街路樹の目的や機能を十分発揮させることにより、
道路環境の整備はもとより良好な都市景観の形成と快
適な生活空間を創出する。

3.75 人
非常勤
特別職

Ｓ４９～

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

58

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

24,520千円 臨時職員

H30正規職員
人件費

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

H30決算額

老朽化した道路を修繕することが目的のため、
要望・通報件数に対して処理した件数の割合を
指標とする。

H30その他職員
従事割合

老朽化が進行した道路や、機能が低下した道路施設を
計画的に修繕し、道路利用者の安全を確保するととも
に、沿道の生活環境の改善を目指す。

11.05 人

H30実績

100%

R1目標値が未達成の理由・分析

621,428千円

事業の具体的な内容及び目的

R1正規職員
人件費

R1年度に改善した点指標名

修繕方法が個人では判断が難しい場合な
ど、現場の状況等をグループ内で話し合
い、より効果的かつ経済的となるよう工夫
を凝らしている。

97.9%

多様化・複雑化している要望が多くなり、解決に
いたるまで多くの時間を要する案件や財政状況
により年度内に完了できていない案件があるた
め。

Ａ

R1実績

市民からの通報や道路パトロール
により、道路の危険状況を把握し、
迅速に修繕を行うことにより、事故
防止に努める。

目標設定の考え方・根拠H30予算現額

道路施設維持管理
事業

根拠法令 R1予算現額 R1決算額（見込み）

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準等を定める条例、所沢市
移動円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例 654,481千円 653,919千円

621,189千円

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

92,599千円 臨時職員
①3,165件

②９路線　1367.6m

③路面　　11路線　23.9㎞
　枡　　　　75か所
　U字溝　　317m

R元年度目標

道路の老朽化及び市民要望ともに今後も
増加していく傾向にあるため、修繕や工事
の優先順位を定め計画的に実施していく
必要がある。

非常勤
特別職

R1その他職員
従事割合

非常勤
特別職

100%

①要望・通報件数

②道路補修改修工事

③道路清掃

要望・通報に対する処理割合

98.1%

H30年度目標

Ｓ２５～ 93,510千円 臨時職員 100%

期間 11.25 人 R2年度目標



SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R1)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果

成果指標
事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫によ

り
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

どのように貢献したか

安心安全に利用してもらう
ため、老朽化した橋梁等
の修繕工事を実施した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

R1予算現額

R1正規職員
人件費

橋りょう長寿命化修
繕事業

指標名

123,241千円 82,111千円

事業の具体的な内容及び目的
H30正規職員
人件費

根拠法令 R1決算額（見込み）

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基
準等を定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な
道路の構造に関する基準を定める条例

優先

R1年度に改善した点

修繕した橋りょう数
橋りょうの安全確保を目的とするため、点検に
より補修等が必要な橋りょうの修繕工事数を指
標とする。

平成26年7月の道路法等の改正により、
計画の対象橋梁が35橋から184橋となり、
Ｈ30年度で市管理橋梁すべての定期点検
（1巡目）が終了したことから、「所沢市橋
りょう長寿命化修繕計画」の見直しを行っ
た。また、鉄道協議で懸案となっていた小
手指陸橋のボルトキャップ設置工事につ
いても実施した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

R元年度目標 R1実績

R1年度に見直しを行った「所沢市橋りょう
長寿命化修繕計画」に基づき、予防保全
の観点から計画的な点検、診断、修繕を
実施することで、ライフサイクルコストの縮
減を図っていく。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 151,000千円 128,941千円

①橋りょう修繕

②橋りょう長寿命化修繕計画

③管理者協議（河川・鉄道）

建設から長い年月が経過した橋りょうの老朽化に対し、
定期的な点検を実施し、その結果から補修等を行うとと
もに耐震性の向上を図ることで更なる安全性を確保す
る。
所沢市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、修繕を計
画的に進めることで橋りょうを延命化し、維持管理費用
の縮減を図る。

2.65 人
非常勤
特別職

3

22,207千円 臨時職員

①3橋（横断歩道橋・1橋含）

②184橋

③3件

R1その他職員
従事割合

3 3

1

Ａ

目標設定の考え方・根拠

これまでの定期点検の診断結果を
もとに、「所沢市橋りょう長寿命化
修繕計画」の見直しを行い、優先
順位を見定めて、計画的な修繕を
行っている。

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

H30決算額

3

期間 2.85 人
非常勤
特別職

R2年度目標

Ｈ２５～ 23,689千円 臨時職員


